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１． はじめに 

当社、東海鉄道事業本部では、東海地域を中心とした

各在来線の保守を行っている。当社の主要高速線区にお

ける軌道状態と乗り心地の比較において、軌道状態の統計

量を表すP値(通り)に関しては、東海道本線は他の高速線

区と比べても非常に良い値となっているが、更なる乗り心地

向上には、10m弦による従来の整備手法では不十分と考え

る。そこで、高速線区では長波長の軌道狂いを考慮した新

しい指標として、乗り心地レベルを導入した(図-1)。乗り心

地レベルとは、試験車の軌道狂いデータに基づいて、車両

の揺れ方や人間の感じ方を考慮して算出するため、お客

様が不快と感じる箇所を把握して整備することが可能であ

る。東海道本線は、乗り心地改善が必要である 93dB以上

の区間が多数発生しており、早急に改善する必要がある。

そこで、乗り心地に最も影響を及ぼす通り方向の復元波形

を活用したマルタイよる軌道整備を主な手法として採用し、

試験車データと現場との位置ずれ、及びヒューマンエラー

を解消したマルタイの施工精度向上と自動化(マルタイ支

援システム)の取組み1)を実施した。本稿は取組みによる効

果(導入結果)を報告する。 

 

図-1 乗り心地レベル表 

 

２ マルタイ支援システム 
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 マルタイ投入計画 

乗り心地レベルを使用

区間を優先して施工位置を選定している。 

② 試験車データから曲線始終端を設定 

移動量データとマルタイ車上(現場)での位置合わせの実

現により、試験車データから、現場実線形に合った曲線始終

端位置の実測キロ程を算出するプログラムを開発し、

GVA(曲線自動設定装置)に正しい曲線始終端位置を入
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 移動量算出 

試験車の軌道狂いデータをもとに、マルタイ支援システ

ムを活用して移動量を算出し、施工延長や不能

取付け等はシステムで容易

 マルタイ施工(自動化) 

本作業では、以前はフロントオペレーターがまくらぎ上に

記入された移動量をダイヤル入力することで軌道整備を行

っていたが、位置検知装置の導入、並びにシステムキロ程

補正の廃止によりデータの位置合わせを実現するとともに、

移動量を車上で確認できる表示装置を開発した。表示画

面では、マルタイ現在位置の実測キロ程と高低及び通りの

移動量を表示(図-2)し、エンコーダによる距離データの再

現により、マルタイの移動に合わせて、現在の施工位置、

不能箇所までの距離、曲線始終端までの距離もグラフによ

り表示する機能を持つため、フロントオペレーターは不能箇

所(踏切、橋りょうなど)までの距離や取付け状況、シンクロ

点(BTC、ECC、BIT)の位置を車上で把握できる。その結果、

正しい位置において正しい移動量をマルタイ車上で確認

できるため、現場調査時の移動量記入の解消を実現した。

また、フロント移動量入力値の電圧値制御装置(図-3)を作

力切替可能)を実現した。 
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． 検証 
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平成 18 年 6 月の開発後の施工実績では、以前のデータと

図-4 目標 
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、

ベルを比較(図-5)した。どの構造物

種

 

図-5 構造物種別毎の施工前後乗り心地レベル比較 

② 乗り心地レベル悪化箇所の検証 
支援システム導入後の施工前後で乗り心地レベルが悪

化した箇所(図-6)について、協力会社とともに検討し、施

工時に発生した事象を調査した。施工前に比べて施工後

の乗り心地レベルが悪化した箇所は、曲線箇所と複合箇

所が主であった。以下に検討した要因を示す。 

・支援システムの理解が浅く曲線開始位置を誤認 

・曲線半径算出の方法を誤り現場と異なる半径を入力 

・機械的故障が発生しライニング未実施または中断 

期

間が経過した 機械故障等の要

因以外では、 発生していない。 

所 
③

おり、

 

 

図-7 システ の比較 

 

４． 結語 

位置ずれ 、実線形

に合った曲線算 トオペレータ

タイによる

高

心

地向上に努めていく。 
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比較して、平成 17 年 10 月から平成 18 年 4 月にかけての乗 以上のような要因から発生した事象であり、導入から

り心地が悪い箇所の減少率と平成 18 年 4 月から平成 18 年

10 月にかけての同減少率とでは大きな差があり、さらに半年

後には、システムの定着に伴い仕上がり精度の向上が図ら

れ、乗り心地の向上を実現している(図-4)。 

現在では、線形計画ミスや

施工結果が悪くなる事象は

 

 東海道線乗り心地レベルの推移と

イ支援システムを活用した施工実績と活

施工実績とを比較して、導入効果を分析し

① 構造物種別ごと 

施工区間に構造物が介在している種別ごとに、施工前

施工後での乗り心地レ

別でも、乗り心地レベル改善率が 1.0 以下であり、い

ずれも施工効果があったと言える。乗り心地レベルの改

善率が低い箇所は、分岐器箇所、EJ 箇所、複合箇所(2 種

類以上の構造物が介在した施工箇所)であった。これは、

分岐器自体を 08-32U マルタイでは整備できないこと、EJ の

一部箇所は不能箇所であること、複合箇所は連続して構造

物があることから改善率が低いと考えられる。 

 
図-6 乗り心地悪化箇

 システム導入前と導入後の施工効果比較 
マルタイ支援システム導入前、及び支援システム導入

後、各状況での施工前後において、乗り心地レベルの改

善率 (図-7) の違いについて検証した。導入以前に比べて

導入後は、乗り心地レベルの改善率が良くなって

システム導入による施工効果が高い結果となった。

ム導入前後の乗り心地レベル改善率

の解消及びヒューマンエラーの防止

出プログラム開発や、フロン

ー作業を自動化したシステムの構築により、マル

精度かつ効率的な施工体制を確立した。システム導入

により、導入前と導入後での乗り心地レベルの改善度を比

較し、導入後のほうがより良好な結果である。今回開発した

装置を平成 19 年度内に 08-32U マルタイに対して、順次水

平展開する。今後も安全安定輸送を確保し、更なる乗り
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